
JSA PIMS パイロットスタディ－

JSA PIMS（⿇酔台帳）からのデータダウンロードと
提出⽤ファイルの作成⼿順



⽬次

１．JSA PIMSの操作 3

２．PIMSより出⼒されたCSVファイルの内容確認 8

３．データ変換ツールの操作 9

2



1) 管理者ユーザ（ jsaadmin等）でJSA PIMSにログインします。

1. JSA PIMSの操作

※ JSA PIMSのバージョンはVer4 以上の必要があります。 3



２)  ログイン後、①[検索]-②[汎⽤検索]とメニュー選択します。
その後、③[進捗時刻]を選択し、
・⼿術開始に ④[2012/07/01] [00:00] 
・プルダウンリストより ⑤「から」 を選択
・⼿術開始に ⑥[2012/09/30] [23:59] と⼊⼒し、
⑦「検索」を押します。
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3)  ⼀覧が表⽰されます。ここで「ファイル出⼒」を押します。
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4) 「出⼒実⾏」を押します。
（※チェックボックスは全てチェックされた状態のままで、出⼒実⾏を押します）
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5) この後、CSVファイルが作成されダウンロードされます。ファイルを開くか、保存するかを尋ねられた
ら、ファイルを任意のフォルダに保存してください。
保存したファイルは、この後使⽤しますので、保存先フォルダ名を控えておいてください。

※作成されたCSVファイルには、患者や職員の個⼈情報が含まれています。各施設におかれます
個⼈情報保護規約に基づき慎重にお取り扱いをお願いします。
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「１. JSA PIMSの操作」 でPIMSより出⼒されたCSVファイルが正しく出⼒されているか、下記の点のご確認をお
願いします。

※出⼒されたCSVファイルは列数が多く、Excel2007未満のバージョンのExcelでは開きません。
このため、Excel2007以上をご使⽤の施設のみ下記の点をご確認ください。 （Excel2007未満のバージョンを
ご使⽤の施設は下記確認は不要です）

■確認⽅法
a) CSVファイルをダブルクリックします。これによりCSVファイルがExcelで開きます。

b) 下記の点を確認します。
・１⾏⽬が項⽬名であること（左から、⼿術番号、症例番号、・・・・となっていること）
・列数は３９９列であること（ExcelのOI列まで１⾏⽬に項⽬名が表記されていること）
・症例数（⾏数）

CSVファイルには7⽉1⽇〜9⽉30⽇の全症例が出⼒されていますので、⾏数がそれに⾒合うかご確認ください。
（提出症例の絞り込みは、 次の 「3 . データ変換ツールの操作」で⾏われます）

c) 保存はせずに、CSVファイルを閉じます。

２. PIMSより出⼒されたCSVファイルの内容確認



■データ変換ツールの概要
今回、配布したデータ変換ツールは、本書「１. JSA PIMSの操作」にて、JSA PIMSよりダウンロードしたCSV
ファイルを⼊⼒として、
・収集対象疾患の絞り込み、
・個⼈情報の排除（患者個⼈情報の削除、職員情報の暗号化）
を施し、提出⽤ファイルを作成します。
■操作
1) 今回配布したデータ変換ツール（PIMS_DataConv.exe）を本書「１. JSA PIMSの操作」 でダウンロー
ドしたCSVファイルが存在するコンピュータにコピーします。その後、PIMS_DataConv.exeをダブルクリックします。

3. データ変換ツールの操作
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2)  ①参照を押します。
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3)  JSA PIMSで出⼒した①CSVファイルを指定し、②「開く」を押します。
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4)  ②変換実⾏を押します。
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5)  変換処理が完了すると、下記のメッセージが表⽰されます。「OK」を押します。
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6) 「変換後ファイルのあるフォルダを開く」をクリックすると、提出⽤ファイルがあるフォルダが開きます。
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7)  ファイル名の⼀部に 【提出⽤】 とあるファイルを学会に提出します。
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以上
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